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社内アンケートにおける社員の主な意見 1

➢ 当社では、今回の能登半島地震の復旧対応に関し、災害対策総本部会議の運営などについて、
社員自身の評価、改善点などを集約するアンケートを実施

主要項目 機能した点など 改善が必要な点など

全体評価

• これまでの訓練の成果が発揮され、北陸電力
送配電と北陸電力との一体体制が機能

• 後方支援体制が発災後早期に構築され停電
復旧をサポートすることができた

• 災害対策総本部会議では情報共有が円滑に行
われた

• 災害対策総本部と現場との間で、物資等の
調達・輸送や後方支援者への作業指示等に
関し、出し手と受け手が具体的に決められ
ていなかったため混乱する状況がみられた

• 対応の長期化を想定した人員拠出の調整や
必要物資の準備面で課題があった

行政との
連携

• 経済産業省等の国の機関とは適時適切に連携
でき、必要な支援等を受けることができた

• し尿処理等が支障となり、復旧作業員や後
方支援者の衛生環境に改善の必要があった

社外機関
・

民間企業
との連携

• 地元企業や地元取引先、連携協定締結先等、
関係機関と必要な連携が円滑に行われた

• 関係機関への報告や連絡が密に行われ、情報
共有が円滑に行われた

• 発災当初は要員や物資等の現地輸送が難航
したため、急遽車両確保策や物資輸送策を
整備する必要があった

後方支援

• 全社をあげて各部門から要員が派遣され、
 現場からの新たな要望にも迅速に対応できた

• エアテントの設営訓練等を行っていたため、
復旧拠点の設営が円滑に行えた

• 復旧作業者等のための「仮設トイレ」や
「宿泊場所」の確保といった労働環境整備
に改善の余地があった

• 後方支援者同士や後方支援者と復旧作業者
との間で、本部への既依頼事項の共有・引
継が円滑に行われず、同様の依頼を繰り返
すような非効率な状況が発生した
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前回ＷＧにおける振り返り事項等に対する当社の振り返りと取組み① 2

➢ 当社として、復旧対応の振り返りと今後に向けた取組みを開始

➢ 当社の取組みについて一般送配電事業者へ共有

復旧対応の振り返り 当社の取組み

【道路啓開等における国・自治体等との連携】

 ○復旧対応中は、自治体と連携することで有効な
道路啓開情報を入手できた

ただし、一部情報の精度の低さも見られた

○「北陸圏域道路啓開計画策定協議会※」にて、
道路啓開計画の策定や災害に強い道路について
議論開始 ※2/29第一回、3/27第二回

【復旧作業のための拠点確保】

 ○相互支援協定に基づき、現地拠点を迅速に立上げ  
ることができたが、一部の作業拠点は、事業者間で
拠点確保を競う場面があった

○相互支援協定に基づく復旧拠点以外にも作業拠点  
になり得る候補施設（敷地等）をリスト化し、
災害時は、速やかに管理者と調整できるよう整備

【作業員の労働環境整備】

 ○発災初期の段階では、労働環境（宿泊場所、

トイレ、食事等）が整備されない状況下で作業

○建物損壊等の被災状況を踏まえ、
コンテナハウス、トレーラーハウス、キャンピ
ングカー等を速やかに確保できる体制を構築

   労働環境（し尿処理の課題等）について、平時
より自治体と連携

【漏電による通電火災防止に必要な手順】

 ○建物の被害が大きい場合、通電火災防止のため、
手順に則り、個別送電を実施、有効に機能

○今回の対応について、社内技術維持に努めていく
（参考資料1）
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3

復旧対応の振り返り 当社の取組み

【発電機車の燃料監視・給油・運搬】

 ○平時から締結していたタンクローリー専属契約や
他電力との災害時連携により安定的な給油体制を
確保

  一方、一部は降雪によりタンクローリーの巡回が
困難となることが想定された

○24時間体制の監視・給油対応や燃料貯蔵用
 ドラム缶の増配置などにより、降雪時においても、
安定的な給油体制を確保

 今後は、初動時のタンクローリー台数確保のため、
 専属契約の拡充を実施予定

【地元への効果的な情報提供】

 ○プレスリリース、 AM・FMラジオ、X（旧twitter）
公式アカウント等の各種媒体を通じて速やかに
停電情報や電気災害の注意喚起等を実施

○災害時は、被災地域のお客さまに対しても正確
かつ迅速な情報提供を行うため、今後も各種媒体
の特性を活かした情報発信に努めていく

【ドローンを活用した設備被害状況の把握】

 ○立入困難箇所等の設備被害状況把握にドローン
を活用
一部（七尾以北）のエリアが緊急用務空域に
指定されていたため、関係機関との調整に時間を
要した

○ドローンによる早期の巡視点検を可能とするため
関係機関との情報連絡スキーム等を確認
（参考資料2・3・4）

前回ＷＧにおける振り返り事項等に対する当社の振り返りと取組み②
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➢ 災害時連携計画への反映

    ○ 別添4「燃料調達方針」（2024年6月改訂、契約拡充にあわせて順次改訂）

  初動時のタンクローリー台数確保のための専属契約の拡充

○ 別添7「関係機関との連携にあたっての留意事項および連携事例集」（2024年6月改訂）

立ち入り困難箇所の電力設備被害状況を把握するために活用したグリッドスカイウェイ有限

責任事業組合支援によるドローン空撮

反映事項（抜粋）
・飛行までの時系列、飛行に必要な
 追加申請、緊急用務空域等

4前回ＷＧにおける振り返り事項等に対する当社の振り返りと取組み③
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（おわりに）北陸電力グループスローガン 5
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変圧器
低 圧

（200/100V）

高 圧
（6600V）

高圧線

低圧線

①ＣＦ開放
ＣＦ

④ＣＦ投入

③引込線の縁開放 or 
WHM２次側開放

引込線

WHM

②高圧線設備の復旧、高圧線送電

⑤引込線の縁接続 or 
WHM２次側接続
（絶縁測定実施後）

（参考資料1）通電火災防止手順①

・ＣＦ  ：高圧線と変圧器を切り離すためのヒューズ
・WHM：計量装置

CF開放

高圧線設備
の復旧工事

CF投入

高圧線送電

引込線の縁開放 or 
WHM2次側開放

お客さまより送電可能申出

絶縁抵抗測定

引込線 or WHM2次側で低圧送電

①

② ③

⑤

④

チ
ラ
シ
投
函
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7（参考資料1）通電火災防止手順②

引込線や計量装置で切り離して停電して
いる住宅に配布し、お客さまからご連絡を
いただき、立会いして送電することを記載

＜避難場所へのポスター掲示＞ ＜各戸へ投函したチラシ＞

避難所に掲示し、火災防止の観点から
送電停止している可能性があり、対象の
住宅にはチラシを配布していることを記載
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8（参考資料2）グリッドスカイウェイ有限責任事業組合の支援によるドローン空撮状況
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グリッドスカイウェイの概要

⚫ 2020年3月19日：東京電力PG、NTTデータ、日立製作所 計3社にて共同設立

⚫ 2020年6月24日：中国電力NW参画

⚫ 2023年9月28日：電力・鉄道・ITシステム・航空測量の9社が参画。組合員13社で構成

⚫ ドローンが安全に飛び交う世界を実現するために、ドローンの航路として有力視されている電力
設備の上空等を活用した全国共通の「航路プラットフォーム」を構築し、多くの事業者に空のイ
ンフラとして提供することをめざす

⚫ 経済産業省主催の「デジタルライフライン全国総合整備実現会議のうちドローン航路WG」に
おいて検討中

出典：令和5年7月31日 第1回 ドローン航路ワーキンググループ
 【資料3】デジタルライフライン全国総合整備実現会議 ドローン航路ワーキンググループ
第1回事務局資料（抜粋）

出典：2023年9月28日 東京電力パワーグリッド プレスリリース
「グリッドスカイウェイ有限責任事業組合」の体制拡大と今後の活動方針について（抜粋）

（参考資料3）グリッドスカイウェイ有限責任事業組合 概要 9
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10（参考資料4）ドローン活用・緊急用務空域 ※出展：国土交通省ウェブサイト
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